
 様式２【後期】 

令和７年度中堅養護教諭資質向上研修【後期】専門研修シラバス 

養護教諭 専門研修  

 

１ 研修日程  （研修者：小学校１５人、中学校６人、高等学校５人、特別支援学校１人 計２７人） 

期 日 時  間 研  修  内  容 会  場 

第１日 

７月２８日 

（月） 

 

 

 9:00～ 9:30 受付＜総合教育センター第１３･１４講義室前＞ 総合教育センター 

第１３･１４講義室  9:30～ 9:40 オリエンテーション 

 9:40～12:10 【講義・演習：組織マネジメントと保健室経営】 

講師 大学講師 

12:10～13:10 休憩  

13:10～16:10 【講義・事例研究：対応に困難を感じた事例から考える危 

機管理の在り方】 

講師 教育事務所指導主事 

第１３･１４講義室 

16:10～16:30 研修の振り返り（振り返りシート記入） 

諸連絡 

第２日 

８月２１日 

（木） 

 

 

 9:00～ 9:30 受付＜総合教育センター第１１講義室前＞ 総合教育センター 

第１１講義室  9:30～ 9:40 諸連絡 

 9:40～12:10 【講義・演習：教育法規と学校保健関係法規の理解】 

講師 保健体育課指導主事 

12:10～13:10 休憩  

13:10～16:10 【講義・演習：健康教育の理論と実際】 

講師 教育事務所指導主事 

第１１講義室 

16:10～16:30 研修の振り返り（振り返りシート記入） 

諸連絡 

第３日 

８月２８日 

（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 9:00～ 9:30 受付＜東海学園大学名古屋キャンパス演習室前＞ 東海学園大学 

 9:30～ 9:40 諸連絡 

 9:40～12:10 【講義・演習：組織的に進める健康な学校づくり～学校、

家庭、地域の連携を踏まえて～】 

講師 大学教授 

12:10～13:10 休憩  

13:10～16:10 【講義・実習：救急処置の理論と実際】 

講師 大学教授 

東海学園大学 

16:10～16:30 研修の振り返り（振り返りシート記入） 

諸連絡 

  

  

 

 

 

 



２ 連絡事項（課題等） 

連絡事項 

（課題等） 

 

全日程 

共 通 

【持ち物について】 

・「学校保健の管理と指導 改訂版 2021」 

（令和３年３月 愛知県教育委員会・愛知県学校保健会発行） 

第１日 【課題及び提出について】 

・提出課題 「対応に困難を感じた事例について」 

・課題様式 課題様式１（Ａ４判１枚） 

・提出期限 令和７年７月４日（金）  

・提出方法 教員サポートシステム  

第２日
 
【持ち物について】 

・「学校保健安全法 施行令・施行規則」 

（平成２９年３月 愛知県学校保健会・愛知県教育委員会編集発行） 

・「あいちの学校安全マニュアル～子どもの安全と安心のために～」 

（令和３年３月改訂 愛知県教育委員会） 

・スマートフォンもしくはタブレット端末を活用予定 

【課題及び提出について】 

・提出課題 「健康教育の実践について」 

・課題様式 課題様式２（Ａ４判１枚） 

・提出期限 令和７年７月２５日（金） 

・提出方法 教員サポートシステム  

第３日
 
【持ち物について】 

・救急法の受講にふさわしい服装・靴 

※来校の際は教員としてふさわしい服装とする。 

【課題及び提出について】 

・提出課題 「健康な学校づくりに向けて」 

・課題様式 課題様式３（Ａ４判１枚）  

・提出期限 令和７年８月４日（月） 

・提出方法 教員サポートシステム  

 

※課題については教員サポートシステムで様式を配付するので、データをダウンロードして作成する。 

※研修日前日までには、提出された全受講者の提出課題を１つにまとめ、教員サポートシステムで送付 

するので、各自ダウンロードして当日持参すること。 

 



３ 課題様式（記入例） 

【課題様式１～３共通の注意事項】 

・受講番号（８桁）については、実施要項添付の名簿を参照する。 

・Ａ４判縦長横書き。枚数は１枚（２ページになる場合は両面印刷とする）。 

・字の大きさは、10.5ポイント。文字数は、１行 35 から 45文字程度、１ページ 30から 40行程度 

 

＜課題様式１＞ 令和７年度中堅養護教諭資質向上研修【後期】 専門研修  

受講番号 ２ ２ ０ ２     ※下４桁を確認 

対応に困難を感じるために、校内の危機管理体制等を見直した

いと考える事例について 
校種（ 小・中・義・高・特  ） 

 

【レポート作成の目的】 

 学校における事件や事故、災害における処置や対応で、養護教諭として困難を感じ校内の危機管

理体制等を見直したいと考える事例を一つ取り上げ、その事例について共有し学び合うために作成

する。 

 

１ 事例のテーマ、問題となった事柄 

※対応に困難を感じた点・危機管理体制を見直したい点をテーマにする。過去の事例でもよい。 

＜例 受傷したことを保護者に連絡せずに下校させた特別支援学級小５児童の対応について  

テニスボールで眼球を打撲した中２生徒の病院移送の方法・保護者への連絡について等＞ 

   

２ 事例の紹介  

 

 

   

  

３ このときの判断・処置・対応について（連絡・連携を含む）  

  

  

  

４ 養護教諭としての反省点・改善点等  

  

  

  

５ 学校の危機管理体制を振り返って気付くこと及び課題  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

【作成上の留意点】 

※レポート全般を通して、事例を共有するために「誰が（校種・学年等）いつ、どこで何

をしていて、どのような状況になったか」等を簡潔に記述する。 

（客観的に事例の状況が分かるように記載する）。 

※「個人情報保護」の観点から、個人が特定できるような記述はしない。 

（生徒は「Ａ」「Ｂ」のようにアルファベット順に表記する）。 

※どこに困難を感じたのか、校内の危機管理体制のどんな点を見直したいのかが分かる内

容にする。 

 

 



 ＜課題様式２＞ 令和７年度中堅養護教諭資質向上研修【後期】 専門研修  

受講番号 ２ ２ ０ ２     ※下４桁を確認 

健康教育の実践について 校種（ 小・中・義・高・特  ） 

テーマ  

 

【レポート作成について】 

現任校で取り組んでいる健康教育についてまとめる。前年度までの取組でもよい。 

実践内容をどのように学校全体の健康教育に広げていきたいのか、関連付けて記述する。 

 

１ 取り組んだ理由 

 

 

２ 取組内容 

 

 

３ 成果と課題（どのような成果が得られたか、効果があった点、見直したい点などを具体的に記入） 

 

 

 



＜課題様式３＞ 令和７年度中堅養護教諭資質向上研修【後期】 専門研修  

受講番号 ２ ２ ０ ２     ※下４桁を確認 

健康な学校づくりに向けて 校種（ 小・中・義・高・特 ） 

テーマ  

 

【レポート作成について】 

・「健康な学校づくり（別添資料）」を参考にして記載する。 

・健康な学校づくりに向けて、学校内外・校種間・地域の連携を図り、組織的に取り組んでいる内

容について、養護教諭に求められる役割を柱として記述する。現在、取り組んでいることが特に

ない場合は、今後取り組みたい内容について記述する。 

 

１ 私が考える健康な学校づくり（「健康な学校づくり」の意義を踏まえて） 

  

  

  

  

２ 健康な学校づくりに向けて、計画的・組織的に取り組んでいること（取り組みのプロセス、組 

織をどのように動かしているか）  

(1)  ○○○○○○  

(2)  

  

  

  

３ 学校内外・校種間・地域とどのように連携しているか（どのようなねらいをもって連携先と連  

携しているか）  

(1)  ○○○○○○  

(2)  

  

  

  

４ 推進における養護教諭の役割（組織の一員として、専門職としての関わり）  

 

  

  

  

 

４ 課題送付について 

(1)  教員サポートシステムのポスト機能を使用する。 

 ア 受講者は、ポスト上の「提出」より、ファイル選択画面に遷移 

 イ 受講者は、「参照」より、提出ファイルを選択し、「提出」ボタンをクリック 

(2) 留意事項 

ア 課題は、必ず所属長の決済をとる。 

イ 決裁後、ファイル名を「kadai〇（様式番号）_〇〇〇〇〇〇〇〇（受講番号８桁）」 

（※数字、記号は半角）とし、ＰＤＦ形式で提出する。 

         

５ 問い合わせ先 

 担当 学校支援研修課キャリアアップ研修推進Ｇ（ 田） 

電話 ０５６１－３８－９５０７（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 



別添資料「健康な学校づくり」（ヘルスプロモーティングスクール）とは 
 

健康な学校づくりは、学校に関係する全ての人々（児童生徒、教職員、保護者及び地域の人々）が、

児童生徒と教職員の健康をつくっていくために努力して活動を展開することである。 

世界的な視野からヘルスプロモーションを見ると、アメリカ的な個人技術に焦点を絞ったライフロン

グ・アプローチ（生涯健康生活習慣づくり）及びヨーロッパ的な生活環境に焦点を絞ったセッティング・

アプローチ（健康的な生活の場づくり）の二つに分かれる。 

健康に影響を及ぼす喫煙、ダイエット、そして運動不足のような生活様式は、健康的な社会化の過程

で形成されるが、特に学齢期が大きな決定力をもっている。それゆえ、個人に焦点を強く絞ったヘルス

プロモーションのためのライフロング・アプローチ、特に児童生徒の健康な生活習慣づくりのみに取り

組んで、健康を促進し、守るといった観点からの取組も大切であることを忘れがちになってしまう傾向

にある。 

ＷＨＯの提案する健康な学校づくりは、健康的な生活習慣を含む幅広いヘルスプロモーションの５つ

の活動、すなわち①健康的な公共政策づくり、②健康を支援する環境づくり、③地域活動の強化、④個

人技術の活動、⑤ヘルスサービスの方向転換を意識して展開しなければならない。 

なぜなら、学校は児童生徒にとって一日の多くを過ごす生活の場である。児童生徒のヘルス・コミュ

ニケーションのための場であることやヘルスサービスを用意するための効果的な場であることを表わ

しているからである。 

 

ドン・ナットビーム教授「健康な学校づくり活動」～ヘルスプロモーションの５つの活動の視点～ 

１ 制度としての学校の組織と児童生徒と教職員が共に参加することや、ヘルシー・コミュニ 

ティとしての学校の開発を支援するような学校政策（①健康的な公共政策づくり） 

２ 安全で健康的な物理的環境の創造（②健康を支援する環境づくり） 

３ 学校生活における保護者と地域社会の活発な巻き込み（③地域活動の強化） 

４ 教室での教育は、全ての学習のための基礎的な認識や、健康についての情報を児童生徒に  

与えること、そして情報を最適に活用するための個人技術の開発を支援すること 

（④個人技術の開発） 

５ 身体的健康ニーズと同様に精神的健康を認めるような精神保健（メンタルヘルス）を認識 

する適切なヘルスサービスへの児童生徒のアクセス（⑤ヘルスサービスの方向転換） 

 

 ２１世紀の学校は、児童生徒が学校や家庭そして地域において日常生活を営む中で、自分に価値を見

いだし、自分が生きていることや健康であることを実感し、未来に向かって自分らしく力強く生きてい

くための力（生きる力）を身に付けることができる学校でなければならない。 

 さらに言えば、児童生徒にとって、学校は「楽しい場」でなければ意味がないのである。そのような

支援的な場の形成は、校長のリーダーシップと教職員のチームワークそして構成力・マネジメント力に

かかっている。 
「養護教諭研修プログラム作成委員会 報告書」（財）日本学校保健会 平成 21 年４月発行より 

 


